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大
阪
府
公
務
公
共
職
員
労
働

組
合
は
、
11
月
20
日
（
金
）
午

後
６
時
か
ら
天
王
寺
安
倍
乃
荘

で
第
７
回
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。「
７
月
末
で
雇
い
止

め
の
通
告
が
さ
れ
た
」
と
相
談

を
受
け
、
団
体
交
渉
を
配
置

し
、
撤
回
さ
せ
て
い
ま
す
が
、

府
関
係
職
場
内
に
お
い
て
も
雇

用
破
壊
が
起
こ
る
も
と
で
の
大

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
問
わ
ず
、
非
正
規
で
働

く
労
働
者
の
待
遇
改
善
は
社
会

的
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
の
動
き
で
も
千
葉
県

野
田
市
で
全
国
初
の
「
公
契
約

条
例
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
が
発
注
す
る

公
共
工
事
や
公
的
責
任
を
放
棄

す
る
民
間
委
託
が
加
速
し
て
い

ま
す
が
、
受
注
す
る
企
業
に
対

し
て
一
定
水
準
の
賃
金
支
払
い

義
務
が
生
じ
る
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
08
人
勧
で
は

「
非
常
勤
職
員
の
給
与
指
針
」

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
時
金

支
給
な
ど
は
努
力
義
務
に
は
な

っ
て
い
ま
す
が
、
公
務
職
場
で

の
「
官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
」
を
な
く
す

動
き
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
実
効
あ
る

「
公
契
約
条
例
」
や

国
人
勧
を
大
阪
府
で

具
体
化
す
る
運
動
が

重
要
で
す
。

　

討
論
で
は
、
も
ち

ろ
ん
生
活
で
き
る
賃

金
の
引
き
上
げ
要
求

は
重
点
の
課
題
で
す

が
、
７
月
に
実
施
し

た
非
常
勤
・
委
託
職

員
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
非
常
勤
の
業
務

は
、
補
助
的
業
務
で
は
な
く
本

来
は
正
職
員
が
す
べ
き
業
務
を

担
っ
て
お
り
、
そ
の
業
務
量
も

過
重
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
業
務
の

　

申
し
入
れ
に
先
立
ち
、
病
院

の
建
て
替
え
は
、
職
員
の
労
働

条
件
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

内
容
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
前
に

病
院
労
組
と
の
協
議
が
な
い
こ

と
を
強
く
抗
議
す
る
と
と
も

に
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
法
人
本
部
に
強
く
求

め
ま
し
た
。

　

申
し
入
れ
内
容
は
、
①
移
転

に
つ
い
て
は
白
紙
に
戻
し
、
府

民
・
患
者
、
地
元
の
医
療
機

関
、
職
員
の
意
見
を
十
分
に
聞

い
て
建
て
替
え
を
行
う
こ
と
、

②
職
員
の
労
働
条
件
に
大
き
く

関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
事
前
に

病
院
労
組
と
協
議
す
る
こ
と
、

③
建
て
替
え
る
費
用
に
つ
い
て

は
、
大
阪
府
が
責
任
を
持
つ
こ

と
を
申
し
入
れ
る
こ
と
、
の
３

項
目
で
す
。
移
転
に
関
す
る
経

過
の
説
明
を
法
人
本
部
に
求
め

ま
し
た
。

　

法
人
本
部
は
、
６
月
23
日
に

橋
下
知
事
が
成
人
病
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
た
際
、
成
人
病
セ
ン

タ
ー
か
ら
現
状
と
今
後
の
あ
り

方
と
建
て
替
え
が
緊
急
の
課
題

で
あ
る
と
説
明
、
橋
下
知
事
は

「
西
日
本
を
代
表
す
る
病
院
と

し
て
早
急
に
建
て
替
え
が
必

要
。
大
手
前
が
い
い
の
で
な
い

か
」
と
発
言
し
、
総
長
が
「
患

者
の
利
便
性
、
お
金
の
節
約
、

将
来
の
医
療
の
発
展
を
考
え
て

建
て
替
え
る
と
こ
ろ
を
検
討
し

た
い
」
と
発
言
に
応
え
、
そ
の

後
、
法
人
本
部
と
病
院
事
業
課

で
、
現
地
建
て
替
え
か
、
大
手

前
移
転
か
の
議
論
が
さ
れ
、
８

月
31
日
の
大
阪
府
戦
略
本
部
会

議
で
大
手
前
に
建
て
替
え
る
と

意
志
決
定
し
、
９
月
30
日
の
法

人
の
理
事
会
で
、
府
議
会
の
承

認
を
得
ら
れ
る
の
を
前
提
に
大

手
前
に
移
転
を
決
定
し
た
と
経

過
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
は
、
現
地
建
て
替
え
で
計
画

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
府
庁
の

Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
問
題
に
か
か
わ
っ

て
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
大
手

前
移
転
が
突
如
浮
上
し
ま
し

た
。
ま
た
、
府
民
・
患
者
、
地

元
の
医
療
機
関
、
当
該
労
組
、

職
員
に
も
何
の
説
明
も
な
く
予

算
案
を
府
議
会
に
上
程
し
府
議

会
で
の
十
分
な
議
論
も
な
く
決

め
ま
し
た
。
病
院
労
組
は
、
府

民
・
患
者
、
職
員
の
意
見
を
十

分
に
聞
く
こ
と
な
ど
三
項
目
の

申
し
入
れ
に
基
づ
き
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

11
月
７
日
和
歌
山
加
太
で
第
18
回
府
職
労
海
釣
り

大
会
を
開
催
し
、
大
人
12
名
と
小
学
生
２
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

快
晴
で
上
着
を
脱
ぐ
く
ら
い
の
あ
た
た
か
さ
で
船

も
貸
し
切
り
で
、
わ
き
あ
い
あ
い
の
楽
し
い
釣
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

釣
果
も
真
鯛
・
ア
ジ
・
ぐ
ち
・
ホ
ウ
ボ
ウ
と
五
目

釣
り
な
ら
ぬ
４
目
釣
り
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に
も

釣
果
が
あ
り
ク
ー
ラ
ー
を
満
杯
に
し
て
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

病院労組が法人本部に病院労組が法人本部に
申し入れ書提出　　　申し入れ書提出　　　

成
人
病
セ
ン
タ
ー

移
転
は

患
者
、府
民
、職
員
の
意
見
を
聞
け

　

病
院
労
組
は
11
月
９
日
、
大
阪
府
立
成
人
病
セ
ン
タ

ー
移
転
に
関
わ
る
申
し
入
れ
書
を
法
人
本
部
に
提
出
し

ま
し
た
。
申
し
入
れ
は
、
府
議
会
の
健
康
福
祉
常
任
委

員
会
及
び
本
会
議
で
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
移
転
先
が
府

庁
舎
に
隣
接
す
る
府
有
地
へ
の
移
転
を
前
提
と
す
る
基

本
構
想
策
定
費
１
、
０
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
こ
と

か
ら
行
い
ま
し
た
。

進
め
方
な
ど
の
改
善
め
ざ
し
、

府
職
労
の
分
会
と
の
協
議
を
進

め
る
な
ど
連
携
強
化
が
重
要
で

す
。
組
織
を
大
き
く
す
る
運
動

で
は
、
１
人
で
悩
む
非
常
勤
職

員
を
な
く
す
た
め
全
力
を
あ
げ

る
こ
と
を
確
認
し
、
閉
会
し
ま

し
た
。

昨
年
に
続
き

笑
顔 

笑
顔
の
爆
釣

いろんな職種の方が

参加しています!

【今回のテーマ】

税金の仕組みについて パート２
（年末調整や住民税など）

◆と　き　12月22日（火）午後７時30分から
　　　　　☆毎月開催予定
◆ところ　府職労　第２会議室　
◆対　象　どなたでも大歓迎！
　　　　　（年齢制限等はありません）

＊終了後、食事会を行っています。

準備の都合上、可能な方は事前にご連絡ください。

〈連絡先〉お近くの役員まで

講　師：山崎　峰人 氏（なにわ東府税事務所）

◆申込み　当日参加も可能です

大阪自治労連青年部主催　大阪の自治体に働く青年のつどい

日　時　12月５日（土）
16時　舞洲陶芸館にて手びねり体験（約２時間）
19時　 USJウォーク「PAY」にて
　　　クリスマスパーティー＆フォトコンテスト

陶芸陶芸とクリスマスとクリスマス会会
 ＆フォトコンテスト ＆フォトコンテスト

第７回府公職労定期大会開催第７回府公職労定期大会開催

非正規労働者の待遇改善は非正規労働者の待遇改善は
社会的な課題　　　　　　社会的な課題　　　　　　

参加費　1500円（ただし、新規採用者は無料）
 申し込みは府職労青年部まで


